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我が家には 『もも』 とい うビーグル犬がいます。現在年齢は13歳 で人間に例

えると70歳 ぐらいにな ります。昨年11月12日 ま さに、この山梨肺癌研究会の

週のことで した。急性胆嚢破裂にな りました。 ビーグル犬は歳 をとると甲状腺

機能が低下 して コレステ ロール値が上が り、それが原因で胆嚢内にコレステロ

ールの粘液が固まる胆嚢粘液腫になることが多いそ うです
。それ 自体は症状が

ないのですが、粘液腫が大きくな りすぎて とうとう胆嚢を破 って しま うと、い

わゆる急性腹膜炎にな ります。『もも』は、その急性腹膜炎になって しまいま し

た。年齢から考えて このまま看取るとい う選択肢 もあると説明され ましたが、

緊急手術をお願いすることにしました。獣医さんか らは、病態 としては五分五

分ですが、全力 を尽 くします と言われま した。夜9時 過ぎに手術が始ま りま し

た。手術が終わるまでの問は、 自分では どうすることもできず 、ただ祈 るばか

りでひたす ら待つ ことしかできませ んで した。 この時、手術を受ける患者 さん

やその家族の気持ちを改めて考え させ られま した。この手術が成功 しなければ、

『もも』は死ぬことになるし、成功すれば元気になる。それ を数時間の間ただ

待つ ことしかできないのです。我々が普段 当た り前 に行 っている医療(私 の場

合 は手術ですが …)が 、患者 さんか らすると一世一代の人生の勝負 の場合

になっているのです。受 ける患者 さんも相 当な覚悟で臨むだろ うし、手術の問

待 っている家族 も不安や恐怖で一杯だろ うと思います。今まで も、患者 さんの

気持 ちとい うものを頭では理解 してきたつも りで したが、実際にそれ を自分で

経験 してみて改めてわか りました。それは、想像以上の勝負なのです。

『もも』は、勝負に勝ちま した、今 日も元気 にご飯 を食べて、散歩にも一緒

に行 くことができます。

今回、改めて手術を受ける人々の覚悟 とい うものを、愛犬の手術か ら経験す

ることができま した。

我々外科医は、この覚悟 を背負い、全力で手術 に臨み、必ず成功 させ なけれ

ばいけないのである。
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